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　0．パリ経由オーストリアへ
　1）この年3月明治大学の非常勤講師も終りになり，ようやく晴れて自由の身となったので，念
願の海外旅行に出掛けたいと思い，珍しい企画を持っていそうな旅行社に申し込んでみるが，たい
ていは応募者が少なくなかなか成立しない。やっと6月も半ば頃になって，ある小さな旅行社から
「オーストリア12日間の旅」が成立しそうだという連絡があった。よくよく聞いてみると，応募者
はまだ11名で鋭意声を掛けているところという。こりゃまた駄目かと半ば諦めていたところ，直
前になって11名でも行きます，しかも帰りの便工一ルフランスがオーバーブキングしていたため，
1日帰国が延び，その分最後のウィーン滞在も1日伸ばす，ホテル代は旅行社が持つという。これ
はもっけの幸い，ウィーンで資料漁りができるとばかり，このッァーに乗ることにした。
　2）6月30日成田空港に集まってみると，11人のうち10人はわれわれのような定年後のカッ
プル，唯一現役（？）は30代後半の専業主婦の方で，みんな旅慣れしたリピータとお見受けした。
添乗員を入れても12名，これはゆったりした旅になりそう。エールフランスAF　273便はほぼ定刻
通り22：00離陸，Paris　Charles－de－Gaullesに早朝3：50に着いた。昔もよくエールフランスには乗っ
たが，ご他聞に漏れずここも経費削減のためか，サービスはだいぶ落ちた。夜中のサービスはいっ
さいなく，朝食も機器故障で冷肉のみというあわれな有様。
　同じエールフランスAFll38便の出発は7：15なので，空港の無料サービスステーションで時間
をつぶす。Wien　Schwechatに着いたのは15分遅れの7：30。
　3）一行の乗った大型バスはWien市内にははいらず，そのままGrazに直行。　Parisは程よい気温
であったが，ここは日が上ると暑い。Grazは初めてだが，　Wien南南東200㎞，バスは約3時間で
高速A2を降り，南から市内にはいり，オペラ劇場の近くで止まる。そこから歩いて，ラントハウス
の地下のレストランLandhaus　Kellerで昼食，そのあと直ちに中央駅真ん前のホテルEuropaヘチェッ
クイン，最も暑い午後3時ごろ。
　1．グラーツ
　1）あとは夕食まで自由行動なので，さっそく妻と市電（20ATS）（1オーストリア・シリング
ATS＝9．5円）で街の中心Hauptplatzへいったが，ともかくこんなに暑いとは思わなかった。広場
の一角，さっき食事をしたラントハウスの角のぞっき本屋でお目あてのひとつKnausのKulturfUher
のWienとSalzburgを買う。旅行の直前に買った出たばかりのミシュランの日本語版『オーストリ
ア』（実業の日本社）によると，このLandhausは1557～65　Domenico　de11’Allioによって建てられた
注目すべきルネッサンス建築だそうだ。中庭にはいってみると，一つの壁面に仮設舞台が設けられ，
その前に客席が作られている。そういえば外の街路では18世紀風に仮装した若者がモーツアルト
の歌劇『魔笛』か何かのビラを配っていたっけ。まことに音楽の国に相応しい光景ではある。この
ラントハウスの筋向かいに，Stadtpfarrkirche　zum　Heiligen　Blut（聖血教区教会）というものがある。
先のミシュランによると，最初ゴシック様式で建てられたが，一度バロックに改装され，1875～82
に再びゴシックに戻されたという。趣味の変遷の揺らぎを物語るような話しだが，西正面のトリ
ビューンの上のバロックオルガンはまことに立派なものである。
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　2）そこから少し坂を上がって大聖堂Domkircheへ。再びミシュランによると，これは1438～64
宮廷付属教会Hofkircheとして建てられたもので，1577年以降イェズス会に委ねられていた期間に
内部の装飾の大部分がバロック化（barockieren）された。司教座大聖堂となったのは1786年以降。
したがって，ここの主祭壇とオルガンもバロックで見事なものであった。　この大聖堂の隣iりに，皇
帝フェルディナントH世が建てさせた霊廟Mausoleum（1636）があるが，この日は閉まっていてはい
れなかった。
　3）別の坂を下りて，ムール川沿いのフランチェスコ会教会Franziskanerkircheを覗くが修復中。そ
こで川を渡って，丁度筋向かいにある聖母救済教会Mariahilfkircheを見る。この教会は対岸から見
ると，白亜の正面と双塔を持つ最も印象的な教会。ミシュランも「シュタイアーマルク州で，
Mariazellに次いで巡礼者がたくさん参詣する教会だった。バロック様式の正面の見事な均整と2本
の塔の控え目な優雅さは，この教会をグラーツにおける最も美しい宗教建築の一つにしている。」と
絶賛している。　バロックに冷た
かったミシュランにしては，この変
わりようはどうだ。　ここのオルガ
ンは，窓からの光を遮らないよう，あ
いだを開けて左右2つの対称形に分
かれていて，造型的にも見事。　帰り
はその近くの小さなフランチェスコ
会修道士の広間Minoritensaalを覗く。
たまたまオルガンの試奏をやってい
て，生のオルガンの音を聞くことが
できた。　これはほんとに幸せだ。
　4）今回の旅行でもかなりのCDを
購入し，　その中にも多数のオルガン
音楽があったが，楽器の姿とその音
を観賞してみて，今回の発見の第一
は，南ドイッとはひと味違った独自
のものがあるという認識であった。
　普通オーストリアのオルガンは，
南独系統として一括され，わたくし
もそう思ってはいたし，いまだにそ
うやって分類してはいるが，　こう
やってつぶさに聴いてみると，音色
は南イタリアのものに近く澄んでい
て清澄，しかも姿はイタリアのあの
無愛想な逆V字型の定型とは違って，
南ドイツのクラフトマンシップたっ
ぷりの美術品となっているものが多
いo
Mariahiltkirche
　5）翌日は予定を変更してのガイド付きの市内観光であったが，旧市街の北にある「城山」
Schlossbergにかなり急なケーブルで上り，市を一望した。ぐるり見渡してみると，この街の瓦は赤
で統一されていて，まことに明るい。　西を見ると，昨日見たMariahiltkircheの東正面が朝の太陽に
照らされてまことに印象的。そののち，階段を降りてムール川沿いのDreifa且tigkeitskircheの前に出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§
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る。これはバロックのはずで見たいものの一つであったが，鍵が締まっていて残念。あとは徒歩で
Hauptplatzに出て例のランドハウスの一角の武器庫Zeu㎞ausへゆく。4階までびっしり昔の兵器が
並んでいる。ミシュランによると，これは世界最大の武器庫だそうで，3ツ星だ！
　6）あとはさっきのケーブルの始点に止めてあったバスに戻り，一路30kmほど南にあるワイン
の産地ドイッチュランズベルクDeutSchlandsbergへ向かい，その郊外のレストランで昼食。このあた
りはオーストリアで最もうまい赤ワインができるのだそうだ。帰路はワインの試飲などしながらホ
テルに戻ったが，妻とわたくしは途中下車して，Hauptplatzの周辺でまた書籍とCDを漁る。
　7）ともあれこのグラーッという町はなかなかいい街だ。指揮者のKarl　B　6hmが生まれた町だけ
あって，音楽的雰囲気もたっぷりあるし，なにより明るい。実はこの町の西北15kmのところに
は，1129年に創建されたオーストリア最古のシトー派修道院であるラインの修道院Stift　Reinがあっ
て，18世紀にはバロックに改修されてv・るし，東へ7㎞のところには，1714年から建て始めら
れたオリジナルなバロック教会マリーアトロスト巡礼教会Wallfahrtskirche　Mariatrostがある。前者
でのコンサートのCD（作曲家も同院修道士）は，きのうDomkircheの近くの小さなCD屋で買い求
めた。このようなCDは輸入もされないし，他の町で入手することも難しいから貴重なものだ。こ
の町はまた来なくちゃ。
　2．クラーゲンフルトとハイリゲンブルート
　1）翌3日は土曜。ホテルを8：15に出発して，130　km西のKlagenfurtへ向かう。朝から今日も
猛烈に暑い，31度もある。GrazがSteiemark州の州都であるのに対して，　KlagenfurtはKlj　rnten州
の州都である。　あとで行くInnsbruckがTirol州の州都ということになるが，それらの位置関係は，
Innsbruckを南へ下ればイタリアのVenezia，　Klagenfurtの真南がスロベニアの首都Ljubljanaで，　Graz
を一路南下すればクロアチアの首都Zagrebということになる。　オーストリアという国がいかに東
にあるかわかろうというものである。
　2）バスは一度休憩を取っただけで，トンネルの多い道をひたすら走り，Klagenfurtの町の中心
Neuer・Platzで一服する。方形の広場の中央には，ドラゴンの銅像があり，土曜のせいか，本の青空
即売会が開かれていた。確かに安いことは安いが，残念ながらめぼしいものはない。ここは諦めて
少し北のAlter・Platzのそばの町の教区教会Stadtpfarrkircheを覗く。これも見事にバロック化されて
いる。オルガンも堂々として立派なもの。　Neuer　Platzの南の大聖堂Domkircheも見たいと思い行
きかけたが，時間が逼迫しているので諦めた。
　3）この町の西にヴェルト湖Wdrtherseeという湖があるが，その南岸のMaria　Wdrthというとこ
ろで一服。この暑さのため湖畔は水浴客やボート，ヨットなどが一杯。ここは風光明媚で小さな教
会が2つある。手前の旧い方の「冬の教会」Winterkircheには，ロマネスクの壁画がだいぶ痛んでは
いるが残っている。岬の先の豪華な教区教会の方は締まっていてはいれない。
　4）湖の西の小高い丘の上にあるレストランで昼食の後，更に西140kmのHeiligenblutへひた走
り，定刻通り午後4時頃到着。ここは標高1291m，夕方になるとさすがに少し涼しい。早速ホテル
の真下の地区巡礼教会を見る。これは1430年から1483年にかけてアトモントAdmontの修道僧たち
の手で建てられたものである。
　5）わざわざこんなところまできたのは，　オーストリア・アルプスの最高峰　Grossglockner
（3798m）を見るためである。翌4日朝バスは約1000mばかり山道を上り，標高2306mのFranz
Josefshdhe　という見晴らし台に着く。この日も快晴の天気で，　Grossglocknerは目前。地図には氷河
の印しがあるが，地球温暖化のためかだいぶ後退して消滅寸前の相を呈している。ここで40分ほ
ど休憩して，バスはきた道を途中まで戻り，北上してもう一つの展望台Fuschertbrl（2404　m）に登
る。ここからの眺望もなかなかよい。
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　6）そこから一路北へ下ってツェラー湖ZellerseeのほとりのZell　am　Seeへ出て，そこで昼食。こ
こはまったくのリゾート地だ。　食後の休憩時間に，近くの町の教区教会Heiligen　Hippolytを覗く。
簡素な中，きれいな主祭壇と新しいオルガン（1978）。
　7）あとはまた一路西のlnnsbruckへ。その間157㎞。
　3．インスブルック
　1）まだ時間の早い午後4時頃着いたので，夕食までまた例によってバロック教会巡り。ホテル
は王宮に近く，その点では地の利がよい。Innsbruckはわたくしも妻も2度目なので，みんなとは別
行動をとる。先ず真ん前のイェズス会のJesuitenkirche（大学教会））を覗く。やはりイェズス会は，
バロックの元になった対抗改革Contrariformaの先兵であったから，その教会はさほど豪i華ではない
がバロックの原形を示している。
　2）その右隣りが宮廷付属教会Hotkirche。ここは前回もみたが，ついでに覗いて見る。ここには
Maximillian　I世の棺があり，16体の守護聖人の像が取り巻いている。2階が有名な「銀の礼拝堂」
であるが，　どういうわけか締まっていてはいれない。　前は自由にはいれたと思ったのに。　その
少し先の聖ヤーコプ大聖堂Dom　zu　St．Jakobへ行く。堂々たるバロック教会である。前回は駆け足で
しかもミサ中で落ち着いて見られなかったが，きょうはゆっくり見ることができた。そこから南に
少し行くと，通りに面してSpitalkircheという教会がある。外観は何の変哲もないが，内部は見事に
バロック化されている。もう一つホテ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Die　Orgel　in　derルの先にあるKapuzinerkirche　にまで　　　　　　　　。Silbernen　Kapelle“in　lnnsbruck
わざわざ行ってみるが，これは新しい
ものでおもしろ味はない。
　3）翌朝は8時半出発なので，ひとり
だけ8時前にホテルを出て，8：00開館
のHofkircheへ行ってみる。しかしきょ
うはこれまたどういうわけか，締まっ
ている。よく注意書きをみると，隣りの
民俗博物館に入場しないと，教会にも
はいれないという。30ATS払って早
速はいり，「銀の礼拝堂」Silbeme　Kapelle
へゆくが，依然として締まっていては
いれない。また受付けへ戻ってやっと
鍵で開けて貰う。祭壇には銀製のマリ
アの像があり，それが名前の由来に
なっている。しかし前回は見られた有
名な名器ルネッサンスオルガン（Jbrg
Ebert，1555～1560）は蓋iが締まってい
て拝顔できない。再度交渉する暇はな
いので諦めることにした。ただ収穫は，
ここの売店で
　　Tiroler　Ausstellungsstrassen，
　　　　　　　　Barock＆Rococo
を購入，これでチロル地方のバロック
教会が一望できる。
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　4）この日（5日）Salzburgへ移動する日だが，　Inn河を東に下って先ずJenbachというところで
バスを降りて，SLに1時間半ばかり乗ってMayrhofenまで行き（バスなら56分のところ），そこ
からロープウェイで，AHomという見晴らしのよいところまでいって，なんと弁当昼食。　ロープ
ウェイで下りあとは一路バスでSalzburgへ。　途中一時ドイッ領へはいるが，無論その方が速い。
国境検問などない。lnnsbruckから合計175㎞。
　4．ザルツブルク
　1）Salzburgのホテルは，　Innsbruckとは打って変わって市街からは離れた見本市会場近く，ほと
んど空港に近い不便なところ。翌6日の市内観光はほぼ型通り。わたくしは2度目だが妻は初めて。
旧市街はクルマがはいれないので，バスはミラベル宮の近くで降り，まずはそのミラベル宮の庭園
を見る。　観光案内は盛んにミュージカル『サウンドオブミュージック』を引用するが，わたくし
には興味がない。徒歩でザルツァッハ河を渡って旧市街のモーッァルトハウスへ行く。前回きたと
きは，ここは修復中ではいれなかった。
　2）次はレジデンッ広場。ll：00にfa　Glockenspielが鳴るというのでそれまで自由時間，広場の
一隅にあるSt．Michaelを見る。ついでッァーとして，大聖堂Domにはいるが，いつ見てもこの教会
は豪勢そのものだ。　ローマのサンピエトロを真似ただけのことはある。　さぞかし金がかかった
に違いない。そこを出てケーブルカーでHohensalzburgへ。前にもきたが，ここからの眺望はほんと
に素晴らしい。　そこを下りて麓のPeters教会のケラーで昼食，あとは待望の自由行動。
　3）そこで早速まず，Peterskirche，正式の名称はBenedictinerstiftskirche　St．Peter　und　St．Paulとい
う長ったらしいものだが，17～18世紀に大改造されたために，見事なバロックの内装をもつし，
優雅なロココオルガンを持つ。
　そこから僧院のアーケイドをくぐっ
てFranziskanerkirche，ここは1223年献　　　　　　　　St・Peterのロココオルガン
堂とあるように，もともとはロマネス
クとゴシックだったが，祭壇はバロッ
ク化されている。前回訪れた際，モー
ッァルトとともにこの町で活躍し，
モーッァルトが代作などしたといわれ
る，Franz　Josefハイドンの弟ミハエル・
ハイドンのレコードはないかと，探し
回ってもどこにもなく，モーッァルト
とのあまりの待遇の違いに幻滅した記
憶があるが，今回はここの修道院の売
店でまさに，このPeterskircheで録音さ
れたJohann　Michael　HaydnのCDが購入
できて大満足。曲目は「聖ヨゼフを称
えるミサ曲（C）MH　16」「グアドウアー
レMH　520」「ドイツラウダシオンMH
517」など。そのあと，モーツァルトの
生家に面した北正面が印象的だった大
学教会Kollegienkircheの中を覗くが，前
回の印象とは食い違ってたいしたこと
ない．
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　4）そこで引き返して，大司教宮殿Residenzの3階にあるギャラリーにはいる。ここはバロック
絵画の収集に熱心なことがよくわかる。オーストリア・ドイッのものは勿論，地の利からイタリア
のものから，レンブラントなどオランダ・フランドルのものまである。しかしそこを出ると，ポッ
リポッリと雨がぱらついてきたので，急いでSalzach川を渡らなくちゃと，本屋に引っ掛かりながら
いくと，橋の手前でもうザンザン降り。少しは小止みにならないものかと，しばし雨宿りするがな
かなか雨足の弱まる気配はない。ようやくなんとか対岸に渡って，さっきガイドがいっていたDop－
plerの家の前のCD屋を探すがそれらしいものなどない。　僅かにモーツァルトが青年時代に住んだ
ことのある家の1階に若干のCDを売っていて，これのことかなと思ったが，たいしたものなどな
い0
　5）突然の夕立のため，待ち合わせのバスの近くにある筈のザルツブルク・バロック美術館やバ
ロック教会Loretokircheは見られなかった。バスで一度ホテルに帰った後，みんなは20：30開演の
ホーエンザルツブルクでのSchlosskonzertへ行くというので，添乗員とわたくしだけが残った。兄
ヨーゼフ・ハイドンのチェンバロ協奏曲は聞きたかったが，シューベルトと抱き合わせなので，遠
慮した。
　6）翌7日はザルツブルクの東南の湖水地帯Salzkammergutへの遠足。バスはまず東へ向かい
Fuschlsee，　St．Wolfgangseeを通って，　Bad　Ischlで右折，南に向きを変えてHallstatterseeの南端の町
ハルシュタットに行く。
　7）ここは新石器時代からの有数の岩塩の産地で重宝がられたそうだが，たしかケルトの街でも
あった筈である。一同徒歩で街の中心まで行くが，あと帰路へつく前に，ひとりだけ走って少し先
の教区教会Pfarrkircheを覗く。この地はプロテスタントの多いところだそうで，これも19世紀に建
てられた新しい教会。オルガンだけは立派だが，中は簡素。さらにそのちょつと先の丘の上に同じ
地区のカトリック教会もあるので，駆け足でいってみる。建物は15世紀の頑丈なものだが，内部
は祭壇や装飾はずっとおもしろい。祭壇画はバッハー派のものという。
　8）バスはまたきた道を途中のバートイシュルまで戻り，そこで市内を少し歩く。ここはその名
のとおり温泉が湧いているので，有数の保養地で皇帝の別荘がどうのこうのといっていたが，わた
くしには例のオペレッタ作曲家フランツ・レハールの家があるという方に関心があった。
　9）バスはさらにきた道を戻り，さっき南岸を通ったウォルフガンク湖の北岸にある　St．
Wolfgangの教会のそばにある白馬亭で昼食。驚いたことに，ここはまったくのリゾート地だ。　食
後早速この有名な教会を見る。ここの見所は，中世1481年にMichael　Pacherが作った「実に見事な
構成をみせる傑作で，ゴシック芸術の素晴らしい一例とされている」（ミシュラン）祭壇Pacher　Altar
と，1675年Thomas　Schwanthalerによって作られたバロックの祭壇Schwanthaler　Doppelaltarとの対
比・競作である。同じくミシュランによると，真偽の程は分からないが，と断りながら，内装がバ
ロック化される際，このPacher　Altarが撤去されようとしたのを，シュヴァンターラーが押し止めて，
それを救ったといわれると述べている。このため，Pacher　Altarは元のあるべき祭室にあるが，
Schwanthaler　Altarは身廊の中ほどの妙なところにある。「いずれにせよ今日の観光客にとって，村の
1つの教会で，その教会のために制作された2つの芸術的な傑作を目にすることができるというの
はめったにない機会である。」　この2つの祭壇，どちらも実に見事なもので，これは正解である。
　10）あとは，この近くから出ているSL登山鉄道（なんとオーストリア国鉄だ）で，標高1782　m
の頂上Schafbergへ登る。この旅の目的は無論これだったのだろう。頂上にいるうちに，濃霧・雨と
なってきて，あとはまたもザンザン降り。もうこれ以後，旅の前半の好天気とはうって変わって，常
に雨に悩まされることになる。
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シュバンターラー祭壇（手前）とバッハー祭壇（奥）
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　5．ウイーン
　1）翌8日も朝から小雨。ザルツブルクを出発して，高速を一路東へ200km程走り，ドーナウ河
畔のMelkというところでバスを降り，ドーナウの観光船に乗り換えてウィーンへ向かう。　残念な
ことは，この単なる中継地メルクの修道院に寄れなかったことだ。以前1976年きたときは，ウィー
ンからの列車の乗換えをチョンボして，目指したこの有名な修道院は，ほんの駆け足の一瞥に終わっ
たという過去があったので，クリアしたいと思っていたのだが，時間的に無理と断られた。今では
ユネスコの世界文化遺産にも登録され，同修道院の西日を浴びた強烈に印象的な西正面は，観光パ
ンフレット等でオーストリアの顔ともなっているのに。
　定刻12：40Krems到着。先回りして待っていたバスに乗り込み，ウィーン西郊Heiligenstadtにあ
るベートーベンの家へ行く。例の遺書を見たり，幸い小降りだったので，彼が好んだ散歩道を散策
したりしてから，再びバスでKahlenbergの森まで行くが，ザンザン降りになってバスから出るのも
ままならない。早々にホテルに駆け込む。終着ウィーンのフランツ・ヨーゼフ駅真向かいのホテル
へはいったのは，予定より早い午後4時ごろ。夕食は新市庁舎Neue　Rathhaus地下のレストラン。
　2）次の9日は半分市内観光。まず例の中央墓地。ベートーヴェン，シューベルト，ヨーハン・
シュトラウス親子，エドワルト・シュトラウス，ランナーなどの墓を見たあと，街の中心
Kamtnerstrasseの入り口でバスを降り，歩いてシュテファン大聖堂を見る。あとは，そこから少し歩
いた旧市庁舎Altes　Rathausのケラーで昼食（ここの方がうまい）の後，待望の自由行動だ。
　3）まずすぐ裏の岸辺の聖母教会S．Maria　am　Gestade，外観はゴシックながら内部はなかなかシッ
ク。　ついでそのそばのウィーンにおけるフランス人の教会Rupertskircheへ行くが，締まっている。
ケルントナー通りを渡って，イェズス会の教会Jesuitenkirche（大学教会）へ行く。ここは以前にも
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見たが，やはり豪華絢燗。ミシュランによると，対抗改革の最盛期の1624年から1631年にかけて，
ウィーン大学の付属教会として建造され，18世紀にイェズス会士アンドレーア・ポッツォによっ
て全面的にバロック化されたという。　この日はたまたまアメリカからきた少年合唱団のコンサー
トをやっていた。この界隈はしたがって古本屋が多いのであるが，お目当てのものは見付からない
（オルガンの写真集）。再びケルントナー通りへ出て，ガイドの教えてくれた本屋とCD屋へいって買
い物。
　　　　J．Angerer／G．　Trumler：Klosterreich，Buch　Planet　（．198　ATS）
は素敵な装i丁でしかも安い。オーストリアの修道院を概観できて便利だ。隣のCD屋でレギュラー
4枚，バーゲン4枚計8枚もCDを買って重くなったので，Karlplatzから市電に乗ってホテルに帰る。
　4）本来なら翌10日は帰国の筈だったが，最初にも述べたように，もう1日滞在できたので，
きょうは午前中自由行動。妻といっしょに早朝8：00に出発し，まず美術史美術館
Kunsthistorischesmuseumの売店へ行って資料漁りでもしようと思ったが，まだ開いていない。　仕方
がないので，新王宮の反対側にあるミハエル教会Michaeler　Kircheやアウグスティノ派教会
Augstinerkircheなどを覗いて時間をつぶす。前者はバロック化されていてオルガンが見事。また後者
は一度バロック化されたのを，1784年に元のゴシックに戻されている。さらに少しさきのケルント
ナー通りに近いカプチン派教会Kapuzinerkircheも見る。この地下は「皇室霊廟」Kaisergruftとなっ
ている。
　ようやく9時を過ぎて店の開く時間になったので，この界隈の本屋でオルガンの写真集を漁る。ド
ロテア街に音楽書専門店があって，お目当て
　　　　G．Lade：Orgeln　in　Wien，　G．　Lade（620　ATS）
が購入できて大満足。
　そこで新王宮まで戻り，その近くのフランチェスコ会修道士会Minoritenkircheを見るが，これは
ゴシックのままだ。そこから，昨年キエフへ行く途次ウィーンで一泊した際，歩いたことのある
ショッテン修道院Schottenstiftの界隈へ向かう。そこのアーケード街入り口の本屋で，　Dumont　Kunst
　ReisefUhrer　Niederbsterreichを買う。ついで，教会Schottenkircheを見る。これは昨年も見たが，オ
ルガンもなかなか見事なものだ。昨年は時間がなくてはいれなかった，この修道院の絵画館Schotten
Galerieへ行く。かなりよいバロック絵画を揃えている。ここの売店で，　CDと2冊の本
　　　Mathis　319　01　Die　Orgeln　der　Schottenkirche　in　Wien
　　　Kirche，　Kloster，　Pilgrimwege　in　Osterreich
を購入。これでほぼ満足だ。これだけバロックの教会や修道院の案内書があれば，次回の個人旅行
の計画が立てられるだろう。しかしこの文化活動の活発な修道院のことは，ミシュランにはまった
く触れられていない。
　5）正午ごろホテルへ戻り，午後1時バスで出発して，ウィーンの南にある地底湖See　Grotteを
見てから，Heiligenkreuzにあるシトー派修道院に向かう。教会もざっと見るが，多くのベネディク
ト派修道院とは違い，バロック化されてはいないので，あまりおもしろ味はない。あとはその少し
西にあるMayerringのシューベルトの菩提樹と水車を見てから，Mddlingのワイン畑を走り抜けてホ
テルへ帰る。
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　今回オーストリアを旅行してみて，修道院活動が盛んなことがよくわかった。その多くは，いわ
ゆるバロック化されていて目を楽しませてくれるし，バロック音楽のコンサートをもようして耳も
楽しませてくれる。以前見た僧院としては，St．　Florian，　Melk（部分），　Klostemeuburgがあり，今回
見られたものに，ザルッブルクのSt．　Peter，ウィーンのSchotten，　Heiligenkreuz（シトー派）がある。
以下は今回買い求めた
　　　　　　　H．J．　Angerer：Kldster　Reisen，　Ldwenzahn
の目次から取ったこの国の修道院の一覧表だが，このうちバロック化されているところはぜひ訪れ
たいと願〔っている。
K16ster
Admont
Aggsbach
Altenburg
Ardagger
Baumgartenberg
Bertholdstein
DUrnstein
Eisgam
Engelszell
Fiecht　und
　SしGeorgenberg
Frauenberg
Gaming
Garsten
Geras
Gleink
G6ss
Gbttweig
Griffen
Gurk
Heiligenkreuz
Herzogenburg
Kleinmariazell
Klostemeuburg
KremsmUnster
Lambach
Lilienfeld
Maria　Schmolln
Maria　Wbrth
Mariazell
Marienberg
Mattsee
Mauerbach
Melk
Michaelbeuem
Millsta就
Mondsee
Neuberg　an　der　MUrz
Neustift　bei　Brixen
Nonnberg
Ossiach
Pemegg
P6且lau　und
　　Maria　Pbllauberg
Pustritz
Ranshofen
Reichersberg　am　Inn
Rein
St，　Florian
St．　Lambrecht
St．　Paul　im　Lavanttal
St．　Peter
Sljben
Schlagl
Schlierbach
Schbnbach
Seckau
Seitenstetten
Sonntagberg
Spital　am　Pyh㎜
Stadl－Paura
Stainz
Stams
Suben　am　Inn
Viktring
Vorau
Waldhausen　im　Strudengau
Wien－Unsere　Liebe
　　Frau　zu　den　Schotten
Wilhering
Wilten
Zwettl
